仙水峠探藥記（久內） 


141 


雜錄 Miscellaneous 


〇仙水峠探藥記 

昨夏朝比奈蕾軒先生二扈シテ信州伊那經由デ北澤峰二笈ヲ下シ、更 二 仙水峠二進ミ沿道各 
地ノ草木二接シタ。其紀行文ハ旣二朝比奈先生二先手ヲ打タレテ恐縮シテ居ルガ、シカシ先 
生ノ紀行文ハ專ラ地衣二限定サレテ居ルノデ、佘ハ其他ノ主ナルモノニツキ記述シテ此方面 
ノ片鱗ヲ示スコトニスル。尙此行他水峠デ、、松江高等學校敎授田邊和雄學士卜久方振リデ、 
感激ノ對面ヲナシ、且ツ戶薹ノ河原デ東北帝大學生菅谷氏二邂逅シタノデ、人ハ類ヲ以テ集 
リ同ジ樣ナ舞臺二出演スルモノダト云フ感ヲ今更ナガラ感ジサセラレタ。コ_ンナ事ガコ、 
迄來テ始メテ判ツタノダカラ、僕ノ頭モ相當ナモノデアル0サテ我等ノ部隊ハ、勇マシクモ、 
黑河內カラ行動ヲ起シタノデアルガ、此邊ノ路傍ニハ、隨所二みやまなでしこ {Dicmthus 
shinanensis Mak .) ガ見ラレタガ、蛇紋岩片ノ散在セル路傍デ、異彩ヲ放ツテ居夕。マタすぐ 
V [Ribes grossularioides Maxim .) ヲ認メタ。之ハ此ノ方面デナケレバ見ラレナイモノデ 
アル。東大腊葉庫ニハ、鳥居峠卜松原湖畔ノ標本ガアルガ、多クノ採集家カラ看過サレテ居 
ル仕合セモノラシイ〇歸京後知人二此ノコトヲ話シタラ、何レモ冷笑的態度7示サレタガ、 
旣二牧野先生ガ本誌第 VII 卷 p. 32 デ指摘サレタ通リ、外來品卽チ Ribes Grossularia 
Linn . 卜混同サレテノコトデアラウ。マタえぞえのき (Celtis Bungeana Blum . var . jeso- 
ensis Kudo ) モア ツタ〇マタつるた で . {Bilderdykia dumetra Dum .) ガ路傍 ニア ルノデ 
勿體ナク思ツタノ デ、 アツタガ、 ネナドハ 少ク トモ 關東平野 ャ、 丘陵地デ見ルコト不可能 デ、 ア 
ル。マタしなのがき (Diospyros Lotus L .) ガ所々二見ラレタガ、自生力、溫ノ材料トシ 
テノ栽培カハ判然シナカツタ。戶臺川卜小黑川トノ合流點卽チ戶臺部落ノ突端ガ、半島ノ樣 
二 突出スル地點ノ南側ノ河原ニ ハ、 意外ニモむらさきぼたんづる (Clematis Takedana 
Mak .) ガー株河原 二 匐ツテ居 タノ ヲ發見シタ〇ぼたんづる卜く さ ぼたんトノ間種卜承ツ テ 
居ルガ、之ニハ無條件デ首肯スル以外賛成ノ形式ガ無イ事程左樣=其通リデアル。卽チ花色 
ハくさぼたん=、マタ蓦ガ直立平開デアル點ハ兩者ノ性質ヲ共有 シ、 莖/蔓性ナ點ハぼたん 
づる二似テ居ル。花色ハ植物總覺ニハ「暗堇色」トアルガ、原記相文[植物學雜誌 Vol. XXI 
(1907) p. 87] ニハ“ dull violet ’’ ト アリ生本デ ハ 原記相丈ガ正シイ樣二思ハレタ。本品 
ハ信州白馬山下二脫ガ原產地ノ由デ、東北地プ/ニモ產ス A 樣ダガ此處ハ又別ノ產地卜了解ス 
ルコトガ出來ル。然シ此虡ハ餘リ日當リノョイ河原ノ乾地ノ爲力、葉ガイサ.、力短縮シテ居 
夕〇戶臺川ノ岩壁ニハまんしううさきしだ {Gymnopteris- Robertianum Newman ) ガ相當 
二生ェ 、其レニ、 混ツ テくものすしだ (Camptosorus sibiricus Euprecht ) ヤ とがくしでんだ 
(Woodsia glabella. E. Br .) ガ景品ノ.樣二混生シテ居夕。マコトニ結構ナ景品デ、アツタ。 
東大ニハ小泉博士ガ曾テ仙丈岳デ採ラレ“ Woodsia glabella ? ”卜手記サレタ標本ガ藏サレ 
テ居ルガ、コンナ下ノ方ニモ有ルノハ面白イ〇元來コノ小羊齒ハ、始メ戶隱ノ奥ノ院高妻山 
ノ頂上デ發昆サレとがくしでんだノ名ヲ得タト云フシ、朝比奈先生ハ白骨デ、採ラレタト云フ 
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シ、本邦北部ニモアル'ン X モシけんざんでんだ（1ダ. Hancockii Bak .) ガ之卜同一物ダトス 
レバ阿波ノ劍山ニモアルト云フカ'ラ、楔ヒモ縱モ相當二擴ツテ居，卜云フ事ガ出來ヨウ。 
此 岩壁ニハマタ、いはやなぎ (Salix rupifraga Koidz .) ガ認メラレタガ、木村有香氏二 
ヨルト信州梓川（上ハ神河內入ロヨリ下ハ奈川渡附近）ノ流域卜、木曾駒ヶ岳卜、此邊ノモ 
/ガ 代表的 ナ形ダトノコトデアル。ソレカラ河畔ノ 林 中デ、葉脚（小葉片ノ）ガ心脚ニナ 
ツテ居ルおほばしようまヲ見夕。之ガ果シテ飯沼慾齋ガ草木圖說（第十卷）=圖說シ、牧野 
先生二依リ增訂草木圖說第二輯 （ p . 758) 卜、植物學雜誌 vol. XXIV (1 910)， p . 140デ 
Cimicifuga japonica Spreng i.'peltata Mak . トサレタモノト同一物カドウカ判ラナイガ、 
關東 地方デハ見ラレナイ樣デ、アル0然シテ此者ニハ葉裏二微細毛ヲ認メタ。戶臺川ノ河原 
デ水 二 別レヲ吿ゲル邊ニハおほばやな ぎ {Toisusu Urbaniana Kxmuka ) ガ相當二姿ヲ現シ、 
之^ •_ 混ジテいぬこりやなぎ x おのへやなき'、卜云フ無籍者ャ、ふさがや {Cinna latifolia 
Gkiseb) みやまちだけさし (Astilbe formosa Nakai) ナドガえぞがや (Blymus sibiricu 
L .) 卜共-•見受ケラレタ。 

八丁坂デ相當汗ヲ絞ツタ頃、一息ツクト蘚類中二へら.たけ [Sathularia clavata 
( Schaeff ) Saif .] ガ澤山アツタ。後デ小林義雄氏カラ誠訪デハ之ヲ罐詰=シテ居ルト聞イ 

テ、全ク喰フ事ニハ拔ケ目ガナイノ ニ恐レ人 
ツタ。へらたけノ罐詰卜、蜂ノ子ノ罐詰、更 
=伊那名產河蟲ノ佃煮ナド取揃へタラ食膳ハ 

相當ナ モノニナ ルデアラウ。ソレハンレトシ 
テ、マタ / J 、 林氏ヲ 煩ハシテ 判 ツタノデアルガ、 
地上二萬年たけノ樣ナ色澤ヲ 有シ、 殆ンド、無 
柄 デ、 不定形ナ つちく らげ \_Rhizia wflata 
( Schofp ) Sacc ] ■卜云フ モノ ニ出會ツタ 。ナ 
ン デモ、 明治44年8月5 FI 二 日光デ 故 安田 
篤氏ガ採集 サレ、 植物學雜誌 vol. XXVII 
(1913) p . 503 デつ ちくらげ卜 新稱サレ 以後餘リ採集 サレ タ コト ノ無イモノ、 ft デアル。 ソ 
レカ ラ八丁坂ニハ 前川丈夫氏ガ東亞植物圖說第一卷第 一輯二 阖說サ レタおくやまかうも 9 
(Cacalia Mctximowicsicma Nakai & F . Maekawa var . alata F . Maekawa ) ガアリ、マタ 
登リ詰メタ平坦ナ地點ニハおにしもつけノ群落ヤひかげしらすげ (Carex planiculmis Ko ¬ 
marov ), Helacleim dulce Fisher (はなうどノ ー種），しう！）ざ'くら (Primus Ssiori Fr . 
Sohm.)j しなのとりかぶと (Aconitum senanense Nakax ), ひめしやじん (Adenophora niko- 
ensis Fr . & Sav .) ナ ド、 ガ アツタ。 北澤小屋ノ附近 ノ 淸流沿 ヒニハ きそあざ'み (Cirsium 
Fauriei Nakai ), いはおとぎ？） (Hypericum. Kamtschatieum Lrdeb .) ノ ー型ナドガ重ナモ 
ノ デ、、 殊二 後者 ハマコト ニ見事 デ、アツタ。 序 ナガ ラ、 北澤 小屋 ハ靜寂 ナ結櫞小屋デ アツ タ。 
北澤卜 仙 水峰トノ間ニ ハせ ！) ば L ほがま {Pedicularis Keiskei Fb . & Sav .), たかねひごたひ 
.Saussrea Kai-montana Nakai ), たかねかうぼう {Anthoxajithum japonicwm Hack ) ナ 
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みぢんこうきくさノ新分布地（佐藤） 


ド、ガ目ニツイタ。就中せ^ば 
しほがまハ余トシテハ木曾駒 
以來暫ク振リデノ對面デアツ 


仙水岭ハちづごけ二蔽ハレ 
夕岩塊ノ 堆積 デ、、 餘リ 目立ツ 
タモ ノ モナク、 岩石ノ間 二ち 
やうじこめつ ゞ じ（杉本順 
一氏所名） ( Rhododendron 
Tschonoskii Maxim , f . tetra- 
merum Mak .) ガ點在シ、其 

中-白花石楠力一本淋シク立第 2 圖しろばなしゃくなげ (Rhododendron 
ツテ居夕、ソレヲ同行 ノ額田 Faunae Francliet var . nife^cena Nakai ) 

敏氏ガカメラニ納メタノガコ、二揭ゲタ寫眞デアル。 

ソレカラ歸途戶臺川ノ河原デ、一種叢生シテ、高サ 25cm 位、細 
葉デ殆ンド無毛、葉裏紫色、花柱ガ球形ノあかばなヲ得夕0莖ノ折レ 
易イ事、毛ノ性質ナド、カラいはあかばな二因緣ヲツケ、其變種トシ、 
戸台あかは、忽卜新稱スルコトニシテ叱正ヲ仰グコトニシテ見夕〇 

Epilobium cepficuosti("na jAausskn . 
var. lineanfolium Hisauti, nov. var. 

Plant a perennis csespitosa sabulosa. Caulis annuus erect-UvS ca 
25 cm altus fistulosus albo-papillosus ramifcr, inferiore sub- 
lignosus fragilis. Folia brevipetioiata, petiolo papilloso, utrin- 
que glabra, sed juventute subtus purpurea basi et ad costam 
papillosa, mavgine remote naucronato dentat-a leviter papil- 
losa vecurvata 2-3 mrn lata 1-2.5 cm longa. Peta'a roseola. 
Ovarium dense albo-papillosum. Capusula papillosa ca 1.5 c.m 
longa. Coma alba. 

Nom. Jap. Todai-AJcabana (nov. nora.) 

Hab. Nippon Hondo; Flumen Todai, Kai'm-Inagun, Todai- 
gawa, Prov. Sjnano. (Leg. K. Hisauti, 13 VIII 1937 -Typus hi 
Herb. Imp. Univ. Tokyo.) Planta endemica. 

(久內淸孝 K . Hisauti ) 

o みぢんこうきくさノ新分布地 



第 3 圖戶臺あかばな 
CEpilobium cephalosti- 
ama var. Imeanfolmm 
Hisauti)1/4 



みぢんこうきくさ (JVolffia microscopicct Kurz .) 本種ハうきくさ科中デ根ヲ缺除スルモ 
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